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RosettaNet と Web サービス 
RosettaNet と、アプリケーション・ベース B2B コマース向け 
新生モデルに関するエグゼクティブ・レベルのレビュー 

 
 
 

全体概要 

競争と経済的なプレッシャーにより、効率の改善が促

進され、製品ライフ・サイクルが幅広く研究されてい

ます。サイクル全体を通して提携することが、ビジネ

スの成功を支えるモデルになってきています。この提

携を成功させるには、企業内及び企業間のB2B商取引

を自動化する必要があります。また、急速に変化して

いる今日のビジネスでは、複数のダイナミックなパー

トナー間でeビジネスを営んでいる企業には、同様に

ダイナミックなB2Bコミュニケーション能力も要求さ

れます。e ビジネスの成功には、川上及び川下双方の

パートナー全てに、正確で信頼性の高い、適合性のあ

るB2Bコミュニケーションが必要です。これには、他

の企業、あるいは他の複数企業のアプリケーションや

情報と通信できる企業アプリケーションも含まれます。 

 

このレベルのB2Bコミュニケーションには、企業、ベ

ンダー、インフラ、プラットフォームなどを超えたオ

ープンな業界標準の適用が求められます。製品ライ

フ・サイクル内で、すべてのパートナー間でeビジネ

スを構築できるような、共通のビジネス手法や標準が、

B2B 全体に必要です。基盤レベルの接続性を実現する

言語フレームワークとして、市場はXMLを選択しまし

たが、自動的な方法で問題なくコミュニケーションを

行うために、ビジネス・パートナーに必要な一連の機

能を揃えるには、さらに多くのコンポーネントが必要

です。 

 

RosettaNet は、現在、最も完全で優れた B2B コミュニ

ケーション・コンポーネント・セットを結合し標準化

している標準化コンソーシアムです。RosettaNet 標準

は、パブリック・プロセスや外部プロセス関連に重点

を置いた、電子ドキュメント中心のインターアクショ

ン・モデルに基づいて運用されます。この標準は、技 

 

 

 

 

 

術関連業界向け e ビジネスの“共通語（lingua 

franca）”つまり言語となっており、他の隣接する垂

直市場へも広がっています。RosettaNet の成功要因は、

取引パートナーが速やかに、しかも確実にB2B自動交

換できることにあります。これは、取引パートナー企

業が比較的短期間（約1年）に投資を回収でき、大幅

な節約につながります。 

 

最近、アプリケーション・ベースB2Bコマース向けの

拡張モデルが現れ、Web サービスと呼ばれています。

これは、インターネット・ベース・サービスを提供す

るインターアクション・モデルを基にして作成されま

した。これを使うと、アプリケーション・データやフ

ァンクションが、別のアプリケーションに対して、あ

たかもそこにあるかのように提供されます。はっきり

と焦点が絞られ、自動化されたシナリオでは、この

Web サービスによりすぐに利益が得られます。また、

リモート・データにアクセスするための場所や方法が

分からなくてもオンデマンドで対応する個別の「サー

ビス・モジュール」をパッケージ化することもできま

す。やがては、取引パートナーは、それぞれのタイム

フレーム内に、自身の問題に答え、独自のニーズに合

わせられるようになります。しかもこれはすべて、パ

ートナーのシステムを、自分のシステム内に常駐して

いるアプリケーションのように使うだけです。 

 

Web サービスの概念に対して、RosettaNet のユーザー

及びユーザー以外のどちらも興味が高まっています。

“Web サービスが完成するまで e ビジネスは可能にな

らないのでしょうか？”などといった質問が寄せられ

ています。これに簡単に答えると“いいえ”です。な

ぜでしょうか？ RosettaNet 標準を今実装することに

より、自動化されたB2Bコマースをすぐに使えるよう

になり、その関連利益をあげられるからです。“Web

サービス・モデルは、現在使われているRosettaNetモ

デルとどのように重なってくるのでしょうか？”数え

きれないほどのシナリオが考えられますが、Webサー 
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ビスは、RosettaNet と共に進化し、企業間 eビジネス

に向けた拡張ツール・セットとみなされるようなもの

を提供していくでしょう。そして、RosettaNet コミュ

ニティのニーズや方向性と相まって、市場全体での採

用によって統合化が進められていくでしょう。 

 

この文書の目的は、今RosettaNetを使うことによる利

益と、Web サービス出現に関連する機会について説明

することです。確かに、この文書では、RosettaNet の

将来のビジョンについては触れませんが、e ビジネ

ス・プロセスを推進している既存のビジネス・モデル

を修正したり、強化するような発展の可能性について

概説していきます。 

 

パートナー間取引の自動化 

競争と経済的なプレッシャーにより、運用コストを削

減しながら効率を上げるニーズが増大し続けています。

またビジネス形態変更要求の高まりによって、各企業

は、B2B と呼ばれるパートナー間取引の自動化を、サ

プライ・チェーン全体に拡張する意向を強めています。

ある業界のリーダー達は、このビジョンを広げて、製

品の誕生から寿命終了まで製品ライフ・サイクル全体

にeビジネスを活用しています。アプリケーション・

レベルでのB2B実装は、コストをかけずには達成でき

ませんが、統合は、速度、知識、及び企業レベルでの

成功を加速するための主な基盤であることから、結果

として最終的な利益は、その投資を上回ると思われま

す。 

 

企業内に目を移すと、自動化するためには、関連アプ

リケーションすべてにおいて、言語や語彙を含めたプ

ロセス理解が共有/標準化されているか、あるいはそ

のような標準と接続する方式が確立している必要があ

ります。企業外/企業間では、自動化にはさらに要求

が厳しくなります。企業は、あらゆるレベルのB2B接

続性問題を克服して標準を採用するか、あるいは、各

取引パートナー接続を N(N-1)モデル*に決められてい

るようにカスタマイズするかのいずれかを選択するこ

とになります。確かに、総合ネットワークB2Bコミュ

ニケーションの概念は、RosettaNet 標準を適用してい

るハイテク・セクタターを除き、多くの業界に対して

は完成されていません。しかし、その他の業界も、総

合ネットワーク自動化によってハイテク・セクタが 

 

 

 

 

成し遂げてきたことについて、急速に気づきはじめて

います。また多くの業界が、そのような標準を求めて 

います。 

 

*N(N-1)は、散在するシステムを標準化せずに接続す

る時に必要となる接続数を計算する式です。 

 

e ビジネスの概念には、インターネット全体について

業界間で合意する必要のあるオプションが複数ありま

す。またこれらのオプションは、B2B コミュニケーシ

ョンを次レベルのビジネス価値へ活かすことにエネル

ギーを集中できるように、標準化する必要があります。

実際、リーダー企業数社は、競争がサプライ・チェー

ン・レベルで展開されていることに、つまり企業間で

はなくサプライ・チェーンの場で戦われていることに

気づき始めています。この領域へ最も新しく参入して

きたWebサービスは、このB2B自動化の次ステップに

ついて問題を提起しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 

標準の発展/基本コンポーネント 

 

Web サービスの基本的な意味については、多くの議論

が誘発されるでしょうが、その基本的な機能は、次の

定義に集約されるものと思われます。Web サービスは、

ネットワーク上で記述でき、発行でき、捜し出せ、

呼び出せるモジューラー・アプリケーションです。 
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この定義を使うと、Web サービスは、複数のネットワ

ークから組み合わされ、目的の機能を作り出す、ビル

ディング・ブロックのサービスと看做せます。この考

え方は、e ビジネス、コア・コンピタンス、サービス

提供物、アウトソーシングなどを含む、多くのビジネ

ス概念やビジネス要素に影響を及ぼします。Harvard 

Business Review,2001 年 10 月号に掲載された「Your 

Next IT Strategy（あなたの次なる情報技術戦略）」

という表題の記事に、次のように書かれています。

“情報技術管理についてのあなたの古い考えは、ゆっ

くりとしかし確実に覆されるでしょう。.. それは、

各社固有のアーキテクチャではなくオープンなアーキ

テクチャです。.. 情報管理は標準によって劇的に簡

素化され合理化されます。.. もはや、新しいアプリ

ケーション(または企業)が必要となるたびにカスタマ

イズされたコードを書く必要は無くなります”。 

 

B2B自動化モデル 

企業間でeビジネスを営むには、複数の問題点があり

ます。これらの問題のほとんどは現在、包括的なイン

フラと、パートナー間通信のための基盤を規定する一

連の処理に集中しています。B2B コミュニケーション

には、外部の、あるいは「パブリックな」B2B プロセ

スを介してパートナー間通信を確立する一連のコンポ

ーネントとともに、オープンで標準化された接続イン

フラが必要です。これらはすべて完全に自動化される

と、相当の利益をもたらします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2. 

Webサービス処理モデル 

 

 

 

 

トランスポート/メッセージ標準 -- 

このモデルの基盤レベル・コンポーネントでは、自動

化を可能にするデータの移動と配信の方法が規定され

ます。このコア・エレメントでは、専用接続、Simple 

Mail Transfer Protocol (SMTP),Transmission Control 

Protocol (TCP), Hypertext Transfer Protocol (HTTP)の

いずれから配信データが入って来たかを判定します。

同様に、コア・エレメントは、インターネット、また

はサード・パーティー製の Virtual Private 

Network(VAN)のいずれを介してデータ通信されたかを

特定します。トランスポート・レベル・コンポーネン

トには、配信された情報が実際に予想された発信元か

らのものか、その情報が変更/操作されていないかど

うか、またそれが合法的なコミットメントとみなされ

るかどうか、等を見きわめる方法についての詳細も入

っています。 

 

トランスポート標準は、メッセージング標準と同様に、

これらの要素すべてを定義し規定することを目的とし

ています。標準団体の多くは、単にメッセージングの

サブコンポーネントを解決することだけを目ざしてい

るようですが、RosettaNet などは、ビジネス・インタ

ーアクションの製品ライフ・サイクル全体にサービス

を提供する、より包括的なメッセージング・コンポー

ネントの開発に努力しています。このレベルのメッセ

ージングには、トランスポート標準やメッセージング

標準に従って転送されるデータや処理の標準に関係な

く、協定が必要です。 

 

データ標準 -- 

このモデルの上位層へ移ると、次のレベルはデータ標

準です。この層内では主に、プラットフォームやベン

ダーを問わない XML が使われます。しかし、XML は単

に言語構造を提供するだけで、データの背後にある意

味までは規定しません。 

 

データ標準の領域内では、“出荷日”などの単純な項

目についての合意はさほど難しくはないように見えま

すが、厳密な意味まで規定すると難しい問題が出てき

ます。例えば「出荷日」は、1）製品が製造ラインか

ら出される日付、2）製品が船積みドックに入った日

付、3）製品が運送業者に引き取られた日付、のいず

れにも解釈できます。 

 

解釈すること、つまり外部ビジネスの標準言語を話し

たり理解したりすることこそが、迅速で正確なパート
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ナー間コミュニケーションの一貫性のあるフローを可

能にします。しかしながら、異なるパートナーに使わ

れる内製システムでは、一般に外部標準さえも社内ニ

ーズに合わせ込もうとするため、しばしば問題が発生

します。ここで、データ標準が、このモデルの中間レ

ベルを満たし、B2B コミュニケーションにビジネス言

語基盤を提供することになります。幸いデータ標準が、

ほとんどのケースをカバーすることになり、そのほと

んどのケースには真の利益が存在します。つまり、時

間のかかる注文処理の例外を 50 名ではなく 1 名で処

理できることや、従来、わずか100件の注文でも未処

理分が発生することに対して、1 日で何千件もの注文

を適切に取り扱うことが可能となることによる費用削

減等です。 

 

プロセス標準 -- 

このモデルの次のレベルは、全てのビジネス・コミュ

ニケーションの基盤となるプロセス・コンポーネント

です。パブリック・プロセスには標準が必要です。例

えば、受領通知は、「受けとった」、「読めました」、

「了解しました」、「法的に受け入れます」、または

これらすべて、のうち実際にはどれを意味するのでし

ょうか？ 又、受信者はその意味に基づいて次に何を

することが期待されるでしょうか？ 

 

プロセス標準は、「コレオグラフィ（Choreography, 

振付け）」と呼ばれるダイアログをサーバー間に確立

するものであり、モデル全体に適用されます。これら

標準はビジネス・レベルにあって、契約履行や取引パ

ートナー合意に至るまで、最上部ビジネス・プロセス

までの全てに亘ってメッセージ全体が理解されるよう

にします。 

 

タイミング標準 -- 

標準には、ある種のタイミングやその機会も組み込ま

れます。ある注文書に関する情報についてのシステム

問い合わせには、期待される外部プロセスのタイミン

グばかりでなく、指定時間内に適切に理解して反応で

きる内部プロセスも要求されます。このようなタイミ

ングなしには、内部的にも外部的にもプロセス全体が

全て失敗するでしょう。 

 

 

 

 

 

 

インターアクション・スタイル -- 

 

A）「一括（Batch）」 

タイミング標準は、パブリック・プロセスにも及びま

すが、これは異なる方法で行われます。パブリック・

プロセス内では、タイミングの様々なバリエーション

により、B2B コミュニケーションのスタイルが異なっ

てきます。これらのバリエーションは、シングル・ド

キュメント交換、グループ・ドキュメント交換、また

はグループ・ドキュメント・タイプのシングル変換な

どの形式を取ります。後者の2つの形式は、「一括」

処理に属します。 

 

現在使われている標準のいくつかは、一括処理に依存

し続けています。これは、郵便/メール・サービスや

FAX のようなモデルであり、電子データ交換

(Electronic Data Interchange: EDI）や電信送金などの

処理ニーズに応えてきました。一括処理は、情報配信

要件が緩やかに定義されている場合には適切です。目

的の情報が、特定の時間間隔よりも厳密な一定のタイ

ムフレーム内に期待されるのであれば、一括処理は効

果的な方法ではありません。しかし、これらのドキュ

メントやメッセージの処理形式は、ある種の標準とし

て、今後も何年間は提供され続けると思われます。こ

のレベルでのインターアクションでは、より即時的な

情報やテクノロジーのビジネス価値には、これ以上タ

イムリーなものは何もサポートされていない、または

要求されていないことを前提としています。 

 

B）「イベント/ドキュメント中心」 

ビジネス・プロセスの適時性とは無関係に、現在ほと

んどの方式には、B2B コミュニケーションの基盤とし

てドキュメントの概念が使われています。標準化され

た形式を使う形態は、その原形である文書による通信

から現在の書式であるXMLベース・ドキュメントへと

進化してきました。現在のビジネス・フレームワーク

においては、都合の良いときにいつでも（個別に、週

7 日 24 時間）発注され、それに対して取引パートナ

ーから応答されるのが通常です。しかし、進化し続け

ているドキュメント・モデルに追いつき、ドキュメン

トの構造と内容を標準化することにより、さらにドキ

ュメントに価値を加えるには、まだ必要なことが沢山

あります。 

 

現在のインターネットでは、このような処理スタイル

が一般的です。それは、その大部分が、あるタイプの

イベントに基づいて、「リアル・タイム」でプログラ
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ム的に組み立てられたウェブ・ページや電子ドキュメ

ントの交換で運用されているからです。このインター

ネット上での交換は、集められたドキュメントをブラ

ウザーが理解できるようにするために、HTML 形式の

標準に沿っています。 

 

イベント/ドキュメント中心のインターアクションが

進化し続けると、各シングル・ドキュメントは適宜、

必要なときに送信できるようになります。このモデル

には、実世界で進化し続けているパートナー・ベース

のビジネス活動が反映されています。ここでは、確立

された関係に基づき、交換されるドキュメントや電子

情報の形式と意味について、あらかじめ合意がなされ

ています。この概念の1つのバリエーションが新しく

生まれてきています。これにより、EDI（コンソーシ

アムの合意に基づいたドキュメント標準化）は、

Applicability Statement 2（AS2）と呼ばれるインター

ネット標準を使えるようになります。AS2 は、プライ

ベート・ネットワーク（VAN）ではなく、インターネ

ット上でEDIドキュメントを送信する方式であり、受

領書要求付き送信と受領書返信が使われています。こ

の方式の主な目標は、VAN 接続料金を節約することで

す。AS2 は、わずかなプロセス標準（最初のレベルの

受領通知）が加えられて、イベント/ドキュメント中

心のアプローチへと進化した一括結合の良い例です。 

 

RosettaNet 標準は XML を基にして、トランスポートに

インターネットを使っています。この標準は、AS2 ア

プローチを改良したものであり、ここでは、シング

ル・ステップ AS2 モデルが採用され、標準化ビジネ

ス・ワークフロー・プロセスを3ステップまで組み込

むことによって、それに改良が施されています。

RosettaNet 標準は、それまでに合意されている具体的

に標準化されたドキュメント周辺に展開されています。

実際、RosettaNet 標準の大部分では、これら結合され

たドキュメント/プロセス・モデルに焦点が当てられ

ています。 

 

RosettaNet のアプローチでは、このドキュメントやペ

イロードの概念が複数ステップのビジネス・ワークフ

ローに結合されて、Partner Interface Processes® 又は、

PIPs®と呼ばれる短い、統制された処理を支えています。

このドキュメント・モデルにプロセスが追加されたこ

とによって、RosettaNet の価値は、元々のイベント・

モデルやステートレス・モデルをはるかに凌ぎ、他の

標準のモデルも受け入れられるようになりました。 

 

価値もこのレベルになると、多くの企業のニーズに合

うようになります。つまり、企業のシステム能力ばか

りでなく、それぞれのプライベート・プロセスや内部

統合のレベルに見合ったものになります。又、このプ

ロセス・レベルでは、ビジネス・タイミングへの取り

組みも始まっていて、「注文書発行」や「注文書変

更」などの多くの一般的な相互作用についての時間的

要件を確立し、それに応えようとしています。 

 

C）「サービス中心」 

Web サービスはこの B2B インターアクションの基本概

念のいくつかの側面を変えていくでしょうし、その重

心も電子ドキュメントから、どこか仮想データベース

に似たものへと移っていくでしょう。これらの情報ユ

ニットは、全てのビジネス・パートナーに同じ方法で

理解し、個々の要素に適用されたセキュリティ・レベ

ルを使って、仮想データベースのコンポーネントのよ

うに動作することになります。これにより、複数の当

事者が、長期実行プロセスで実際のビジネス・レコー

ドにアクセスし、アップデートできるようになります。 

 

またWebサービスによって、パートナー連携の力学も

変わり始めるでしょう。これによって、タイミングや

処理スタイルも影響を受け、パートナー連携の方法や

場所も変わってきます。直接にアプリケーション結合

が可能になるので、各アプリケーションは、パートナ

ー・アプリケーションに対して、それらが自分の所に

あるかのようにアクセスして、情報を直接交換するこ

とにより、サービスを直接受けることができます。こ

れらは全て、オンデマンドで実行されます。 

 

この高度なWebサービスを使ったB2Bインターアクシ

ョンは、いくつかの分野で、さらに高いレベルの標準

化を必要とするでしょうが、他の分野では、既存の標

準を活用することになります。例えば、RosettaNet が

開発したビジネス・ドキュメント・フォーマットは、

ほとんどのB2Bインターアクションに必要なポータブ

ル・データベースのためのテンプレートに使えるので、

Web サービスでは、当初は、これが活用されると予想

されます。 

 

Web サービスでは、複数のパートナー間で、同じプロ

セス中でそれぞれのアプリケーションを通して、直接

的なB2Bインターアクションが可能になります。これ

によって、チェーン内及びチェーン間、パートナーと

サプライヤ間でのリアル・タイムの生産バランシング

などの概念が有効になります。又Webサービスでは、
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サプライヤ、金融機関、運送業者の間で同じ注文書を

同時に共有して、オーダー完了のすべての面を1度に

確認する等のアクティビティを実行できます。これに

より、各当事者は、そのインターアクションのそれぞ

れ関連する分野で作業できることになります。このよ

うなインターアクションによって、ビジネス風土やビ

ジネス・プロセスは変わっていきますが、完全に実現

されるまでには時間がかかるでしょう。この分野は、

市場やRosettaNet等の業界コンソーシアムが間違いな

く推進して行きます。 

 

サービス・ベースのビジネス・モデルは、ファイル・

サイズなど現在の実装問題のいくつかに大きなインパ

クトを与える可能性があります。ローカル・サイトに

ある製品カタログを更新するために大きいファイルを

送信する代わりに、Web サービスではリモート・カタ

ログのアイテム毎にリアル・タイムの問い合わせがで

きます。しかも、アプリケーション間のレベルで実行

できます。このようなインターアクションによって、

カタログ全体を送信しなくても済むので、この交換に

必要なデータ量が劇的に削減されます。又、送信側サ

ーバーと受信側サーバーの両方でアプリケーションに

フィルタをかけ、ローカルなアプリケーション・ユー

ザーのニーズに的確に合うように、データをパーソナ

ライズできます。サーバー間レベルやB2Bベース・レ

ベル接続性の成熟に伴い、時間にセンシティブな内容

や、より長い実行処理時間に対応したサービス・モデ

ルにも使えるようになるので、B2B インターアクショ

ンもこれから利益を得られることになります。 

 

Web サービスは、「インターアクション専用でない、

関係があらかじめ確立されていない、パートナー提携

なし」という長期に亘って確立されてきたビジネス・

モデルにもインパクトを与えることになります。この

新しいモデルは、あらかじめ確立された関係ではなく、

サービスの観点から接続性を扱うことによって、提供

されます。各接続には、特定の要素レベルまでそれぞ

れ独自のセキュリティを設定でき、そのセキュリティ

を複数のビジネス・インターアクション間で共有でき

ます。こうして、Web サービス記述をダウンロードし

てセットアップした最初の関係は、サービス提供範囲

全体に亘って、企業全体で活用できることになります。 

 

Web サービス実装は穏やかに進展しています。複数の

組織が、統合までのあらゆる面で小規模なプロジェク

トに取り組んでおり、実装の様々な段階にあります。

これらのプロジェクトは、「クライアント・サービス

指向」の境界を模索し始めたばかりです。コンシュー

マ・レベルでは、サーチ・エンジンの組み込みや、シ

ョッピング・カートへのアクセスなどのオプションが、

外部ベースでの合理化の可能性を示唆しています。

B2B レベルでは、企業全体を通じての税金計算や出荷

ステータス、そしてカスタマ ID 参照サービス等の機

能が、社内的可能性を示唆しています。これらのサー

ビスはそれぞれ、既存の標準にアクセスしていますが、

B2B 空間では、現在使われている「ドキュメント/ペ

イロード」モデルから進化しているビジネス標準を活

用し始めています。 

 

Web サービスには、標準コンソーシアムにより完全に

は認可されていない点や、まだ開発段階のものもいく

つかありますが、それ以外の面は受け入れられ始め、

複数の標準団体により推進されています。新しく生ま

れたテクノロジーとしての、これらの市場浸透率は限

られていますが、適用されているところでは、今使わ

れているイベント/ドキュメント・ベースのモデルを

超えるような発展を可能にしています。 

 

RosettaNetとWebサービス; 発展的展望 

RosettaNet は、現在の Web サービス・テクノロジーを

様々な方法で活用して、RosettaNet がサービス提供し

ている企業間サプライ・チェーン・コミュニケーショ

ンに、さらに高いレベルの機能を提供することができ

ます。具体的には、Web サービスはそれ自体が標準ベ

ースのテクノロジーであり、これをインフラとして組

み込むことで、RosettaNet アーキテクチャに完全に準

拠したインターネット上へのRosettaNet適合ドキュメ

ントの直接展開が可能になります。こうして、

RosettaNetの eビジネス・プロセスやPIPは、他のサ

ービスと同様に公開され、宣伝、発見、アクセスされ

ることになります。インターネット上でユーザーが

日々アクセスしているサービスと同様に、検索やイン

テリジェントなエージェント・ベースの入札サービス

が可能になります。 
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図3. 

Webサービス; ビジネス標準上での構築 

 

Web サービスは、サービスとして一般に使える

RosettaNet PIP の実装をサポートできます。このサポ

ートには、次のタイプがあります。 

 

ドキュメント・セキュリティ：現在のポイント・ツ

ー・ポイント・メッセージ暗号化の他に、Web サービ

ス基盤では、ドキュメント全体を暗号化するのではな

く、データ要素レベルまで掘り下げた（情報源から最

終目的地迄）完全なパス・メッセージ暗号化も提供で

きます。これによって、RosettaNet ペイロードの全要

素や提示されたサービスの認証や、保証された連続エ

ラーなし配信が可能になります。 

 

ドキュメント合法性：これによって、RosettaNet コミ

ュニティ・メンバーは、信用できるパートナーとの間

でインターネット・コマースで交換するドキュメント

について、否認防止、認証、権限、書類の「変更不

可」などの法律的な制約の履行と承認の両方が可能に

なります。 

 

パートナーの登録/検索：これらの緊密に関連した機

能によって、PIP ベースのサービスについての簡潔な

仕様と説明が、広く認識されている標準フォーマット

で、RosettaNet コミュニティ・メンバーに提供されま

す。また、適切な業界、場所、法管轄、及び信用でき

るビジネス関係に不可欠なその他の分野で、

RosettaNet パートナーを検索できる安全な手段が提供

されます。オンラインで提供されているアプリケーシ

ョン間のサービスと同じディレクトリを使えるので、

サービス範囲が広がります。 

 

 

ビジネス・プロセス・シーケンス：パートナー記述

に、ビジネス・プロセス・コレオグラフィの仕様を入

れられので、Web サービスによって駆動される

RosettaNet ビジネス・シーケンスは、専用システム上

にあるのと同じようにインターネット上で厳密に実行

されるようになります。 

 

まとめ 

Web サービスにより、RosettaNet 向けの論理的な進化

したパスが提供されます。現在RosettaNetユーザーに

サービス提供されているビジネス・インターアクショ

ンの多くは、最小限の労力で、Web サービス・アーキ

テクチャに簡単に合わせ込めます。実際このフレーム

ワークは、即時応答ではなく指定された時間スケール

で、確実な方法で情報を転送するために必要な「プッ

シュ型インターアクション」に、効果的に適応できま

す。これらのうちいくつかは、Web サービス・アーキ

テクチャ内でドキュメントを扱っている間は何年も効

果的であると予想されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４． 

RosettaNet–Web サービスの進化 
 

しかし、この進化は企業のビジネス・モデルと、個々

のB2Bコミュニケーション問題を解決するためにサー

ビス・インターアクション・モデルを採用するそれぞ

れのニーズによって異なってきます。又、e コマース

を遂行するために、複数のパートナー提携シナリオに

より、複数のインターアクション・スタイルが採用さ

れるものと予想できます。 

 

業界をリードするハイテク企業により推進されている

RosettaNet コンソーシアムは、新規台頭している Web

サービス・モデルに内在している可能性について調査

し続けています。これら潜在的な統合への道を調べ、

理解していくと、RosettaNet のボード・メンバーによ

RosettaNet  
Business Process 

   Time 
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RosettaNet Document-  
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り実証された配慮されたリーダーシップは、業界内で

現在、組織的に行われているコラボレーションのポジ

ションと一致するものです。さらに、いくつかのメン

バー企業は、提案されているWebサービス標準の多く

の開発に直接かかわっています。これらの緊密な結び

付きこそが、RosettaNet と Web サービスの継続的な進

化と統合の推進を支援できます。 

 

これからどうなるか？ 

RosettaNet PIP を Web サービス基盤上に展開する方法、

その動作方法、どのように見えるか等をより詳しく説

明するには、Web サービスの標準とモデルについてさ

らに深く議論する必要があり、この文書の目的として

いる範囲を超えてしまいます。2003 年を通して

RosettaNet は、RosettaNet 向けインターネット対応イ

ンフラを提供するために、さらに一般的なWebサービ

ス・モデルを図表化する方法で説明した技術白書を出

版していく予定です。多くの異なるWebサービス・モ

デルが新規台頭していますが、時間と共にこれらが統

合されて、取引パートナー間のB2Bコミュニケーショ

ン普及に寄与することを期待しています。 

 

RosettaNetの現時点での価値 

RosettaNet は設立以来、接続パートナーが製品ライ

フ・サイクル内でタスクを遂行できるよう、ゆるやか

なイベント/ドキュメント中心モデルをベースにして

きました。RosettaNet の成功は、コンソーシアム主導

型モデルでの実際のビジネス問題の解決に基づいてい

ます。EC(電子部品)、IT(情報機器)、SM(半導体製造)

の各業界が、ビジネス改善のターゲットになるに伴い、

RosettaNet の各標準は、各セクタのニーズに対応する

ことにより、これらの業界により良いサービスを提供

しています。RosettaNet は、アーキテクチャ上の変更

に対するニーズや利益と、製品ライフ・サイクル全体

に亘るビジネス・インターアクション製品の継続的な

拡張に対するニーズとの双方にバランスを取りながら

対応しています。 

 

ビジネス・アーキテクチャ 

RosettaNet ビジネス・アーキテクチャは、パブリッ

ク・ビジネス・プロセスの個々のセグメントを特定し、

これらセグメントそれぞれについて、内在するパブリ

ック・ビジネス処理プロセスを標準化していくことを

ベースにしています。 

 

これらのセグメントはそれ自体がサブ・プロセスに分

解され、イベント/ドキュメント・ベースのインター

チェンジ・プロセスである Partner Interface 

Processes（PIP）の定義に至ります。このアプローチ

はきわめて有益であり、これによって各メンバーは、

全ての標準の完成を待たずに、回収可能なプロセスに

投資/集中することができます。各メンバーがそれぞ

れのeビジネス戦略に基づいて個々の価値に集中した

結果、いくつかの特定な総合的プロセスで多くのサ

ブ・プロセスが完成しました。 

 

この手法の結果、より大きなセグメントは、その途中

であっても利益を得ることができるような、より小さ

い価値ベースのプロジェクトに分割されます。その後、

各プロジェクトで個々の価値が集められ、次の段階の

投資につなげられます。この手法は、現在のハイテク

経済界ではきわめて現実的であり、多くのサポートが

得られる戦略として成功しています。各メンバーは現

在、標準化されたプロセスを実装することによって、

実際のビジネス価値を手に入れています。 

 

またこの手法では、投資がメンバー間で活用されます。

各プロジェクトはメンバー・グループにより遂行され

るので、各メンバーの負担は、プロセス全体を個別に

開発するよりもずっと低いレベルに抑えられます。こ

れによって、投入/関与レベルを高く維持しながら、

投資共有の利益が得られます。こうして、コンソーシ

アム内の各メンバーは、それぞれのサプライ・チェー

ンに他社を関与させて、各段階に必要な投資を行き渡

らせながら、各要件を真にグローバルなものにするこ

ともできます。このモデルは、RosettaNet のメンバー

によってきわめて良好に運用され、現在の投資収益

（Return On Investment: ROI）につながっています。 

 

テクノロジー・アーキテクチャ 

RosettaNet のテクノロジー・アーキテクチャは、イン

ターネット上でオープンな標準を使ったビジネス接続

を可能にする、現在使用可能で最も完成されたアーキ

テクチャです。RosettaNet は、個々のビジネス目標を

達成するために重要なプロセスをコントロールできる

ような、ドキュメント交換の、外部接続ニーズを満た

せるモデルを開発してきました。 

 

RosettaNet のアーキテクチャでは、B2B コミュニケー

ションの成功に必要なコンポーネントとして、次のも

のが組み合わされています。メッセージング・サービ

スとベース・インフラの層を定義した RosettaNet 

Implementation Framework（RNIF）。辞書の構造と内容

を処理するRosettaNet Business Dictionary（RNBD）:ビ 
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ジ ネ ス辞書と RosettaNet Technical Dictionary

（RNTD）：技術辞書。ビジネス・メッセージとコレオ

グラフィが結合された Partner Interface Process

（PIP）。 

 

このアーキテクチャにより、RosettaNet は成功してき

ました。これによって各メンバーは、時間の経過と共

に増々多くのプロセスに投資し、それらを開発し続け

ていくことができ、機能的な成長につながります。こ

こで必要なことは、このモデルの基盤である

RNIF/RNBD/RNTD に従うことだけです。このモデルのこ

のような下位レベルの標準化により、各メンバーは、

時間の経過と共にPIPの適用範囲を広げ、それぞれの

ビジネス・ニーズに集中できます。 

 

各 PIP のデータ・モデルは、DTD/Message Guideline フ

ォーマットからXML Schemaへ移行中であり、制限付き

ebXML Business Process Specification（BPSS）モデルで

す。この新しいフォーマットでは、PIP 実装を自動化

できるので、簡素化とさらなるコスト削減につながり

ます。 

 

RosettaNetサマリー 

RosettaNet のアーキテクチャは、ビジネス界の進化に

呼応しています。このようにRosettaNetは、時間とグ

ローバルな成長の両面での試練に耐えてきました。

RosettaNet は、電子業界でかなりの地位を得るに至り

ました。ここでは正に“時は金なり”であり、在庫期

間は週単位から日数単位で測定されるようになり、製

品ライフ・サイクルは、市場利益の最適化に向けて急

速に圧縮されています。 

 

RosettaNet のこの安定性と絶ゆまぬ進歩と成長、及び

そのテクノロジーは、この業界に、次の重要な問題を

提起しています。B2B インターアクションのアーキテ

クチャを改善するような次世代のテクノロジーは新規

台頭してくるのでしょうか？ 現在市場に出まわって

いるものを見てみると、この問題には次のような側面

があります。新しいテクノロジーはRosettaNetに関連

するか？ RosettaNet アーキテクチャ内で使えるもの

があるか？ どれかを RosettaNet 実装フレームワーク

内で使う必要があるのか? また必要であるのならば、

どのようなものなのか？などです。 

 

 

 

 

この白書は、内容と編集に重要な役割を果していただ

いた Ralph Hertlein（IBM）、Art Kruk（Oracle Corp.）、

Todd Freter（Sun Microsystems）の各氏を始めとするコ

ンソーシアムのメンバー、並びにRosettaNetのスタッ

フにより共同作成されました。 


